
（単位：千円）
補正前 補正額 補正後

一般会計 217,403,660 626,877 218,030,537
特別会計 131,685,924 1,946,128 133,632,052
企業会計 46,478,458 0 46,478,458
合計 395,568,042 2,573,005 398,141,047

月 日 曜日 日 程

12月7日 月曜日 本会議（一般質問）
12月8日 火曜日 本会議（一般質問）　江西照康　10時より
12月9日 水曜日 議案調査日
12月10日 木曜日 本会議（一般質問）

本会議（一般質問）
予算決算委員会（前期全体会）
経済環境分科会
経済環境委員会
厚生分科会
厚生委員会
建設分科会
建設委員会
総務文教分科会
総務文教委員会

12月18日 金曜日 予算決算委員会（後期全体会）
12月21日 月曜日 議案調査日
12月22日 火曜日 本会議（委員長報告・質疑・討論・採決ほか）

本会議（提案理由説明ほか）

令和2年12月　富山市議会定例会　日程

12月15日 火曜日

12月16日 水曜日

12月17日 木曜日

12月1日 火曜日

12月11日 金曜日

12月14日 月曜日

ランク 業者数 総合点数
Ａ 29 1,060点～ 4,000万円以上
Ｂ 53 890点～ 2,500万円 ～ 4,000万円
Ｃ 132 700点～ 2,000万円 ～ 2500万円
Ｄ 101

設計金額区分

一般競争入札の発注基準状況

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
契約件数 32 7 8 0
契約金額 1,847,326 221,045 145,739 0
契約件数 5 14 123 16
契約金額 33,990 143,330 893,989 90,902
契約件数 37 21 131 16
契約金額 1,881,316 364,375 1,039,728 90,902

入札参加資格者数 29 53 132 101
1.3 0.4 1.0 0.2

64,873 6,875 7,877 900資格者1社当たりの契約金額

一般競争入札

ランク
令和2年度一般競争入札及び指名入札の発注件数（単位：千円）

指名競争入札

合計

資格者1社当たりの受注件数

富
山
市
当
局
が
外
部
に
発

注
す
る
公
共
工
事
は
、
市
民

へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
そ
の

も
の
で
あ
る
。

と
り
わ
け
土
木
工
事
に
つ

い
て
は
、
生
活
道
路
の
整
備

や
、
上
下
水
道
工
事
、
工
業

団
地
や
農
道
整
備
、
河
川
改

修
等
、
市
民
の
生
活
に
密
接

な
関
係
が
あ
る
。

現
在
、
こ
の
土
木
工
事
に

登
録
さ
れ
た
事
業
者
は
３
百

15
社
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
工

事
の
規
模
や
難
易
度
に
応
じ
、

請
け
負
え
る
事
業
者
を
ラ
ン

ク
分
け
し
て
い
る
。

下
表
は
土
木
工
事
に
お
け

る
、
2
千
万
円
以
上
の
大
き

な
土
木
工
事
で
行
わ
れ
る
一

般
競
争
入
札
の
発
注
基
準
と

そ
の
事
業
者
数
で
あ
る
。

Ａ
ラ
ン
ク
は
、
総
合
点
数

が
最
も
高
く
、
富
山
市
屈
指

の
土
木
事
業
者
で
あ
り
29
社

あ
る
。
4
千
万
円
以
上
、
上

限
の
な
い
工
事
の
入
札
に
参

加
で
き
る
。

Ｂ
ラ
ン
ク
は
、
2
番
手
の

グ
ル
ー
プ
で
53
社
、
2
千
5

百
万
円
～
4
千
万

円
、
、
Ｃ
ラ
ン
ク

は
事
業
者
が
132

社

で
2
千
万
円
～
2

千
5
百
万
円
の
工

事
へ
の
入
札
に
参

加
で
き
る
。

一
般
競
争
入
札

は
こ
こ
ま
で
で
、

こ
の
他
に
、
主
と

し
て
Ｃ
ラ
ン
ク
、

Ｄ
ラ
ン
ク
の
事
業

者
を
対
象
と
し
た
、

指
名
競
争
入
札
の

制
度
が
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
土
木
工
事
へ

振
り
向
け
ら
れ
る
予
算
は
、

以
前
と
比
べ
れ
ば
大
幅
に
減

少
し
て
い
る
。
し
か
し
、
不

要
と
な
る
費
目
で
は
な
く
、

今
後
老
朽
化
を
迎
え
る
イ
ン

フ
ラ
等
の
更
新
や
、
除
雪
等

我
々
富
山

市
民
に
と
っ

て
欠
か
せ

な
い
業
種

で
あ
る
。

さ
て
、

こ
の
ラ
ン

ク
は
、
全

国
共
通
の

客
観
点
数

と
富
山
市

独
自
の
主

観
点
数
等

を
合
計
し

た
総
合
点

数
で
分
け

ら
れ
る
が
、

富
山
市
発

注
の
工
事

を
受
注
す

れ
ば
、
お

の
ず
と
主
観
点
数
も
上
が
り
、

ラ
ン
ク
が
上
が
れ
ば
、
よ
り

大
き
な
仕
事
に
挑
む
こ
と
が

で
き
る
。

普
通
に
考
え
れ
ば
、
や
る

気
の
あ
る
会
社
は
ど
ん
ど
ん

上
を
目
指
し
、
工
事
品
質
も

上
が
っ
て
来
る
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
現
実
は
そ
う
で

は
な
い
。
発
注
の
バ
ラ
ン
ス

が
悪
い
の
で
あ
る
。

右
表
は
、
今
年
度
11
月
ま

で
の
富
山
市
の
Ｊ
Ｖ
を
除
く

発
注
状
況
で
あ
る
。

一
目
瞭
然
に
Ｂ
ラ
ン
ク
の

厳
し
さ
が
分
か
る
。

Ｂ
ラ
ン
ク
事
業
者
に
お
い

て
は
全
く
受
注
で
き
て
い
な

い
事
業
者
が
過
半
数
な
の
で

あ
る
。
当
然
Ａ
ラ
ン
ク
や
Ｃ

ラ
ン
ク
に
お
い
て
も

受
注
の
な
い
事
業
者

も
あ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
極
端
な
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
は
避
け
る

べ
き
で
あ
る
。

Ｂ
ラ
ン
ク
を
目
指

す
ど
こ
ろ
か
、
Ｃ
ラ

ン
ク
か
ら
、
迂
闊
に

も
Ｂ
ラ
ン
ク
に
ア
ッ

プ
す
れ
ば
、
会
社
の

存
続
に
黄
色
信
号
が

灯
り
か
ね
な
い
。

笑
え
な
い
話
が
起

き
か
ね
な
い
こ
の
よ

う
な
状
況
を
是
正
す

る
に
は
、
何
か
し
ら

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

調
整
を
検
討
す
べ
き

で
あ
る
。

当
局
の
見
解
を
問

う
て
み
た
い
。

今
回
初
め
て
、
簡
単
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
自
己
紹
介
い
た
し
ま
す
。

生
ま
れ
は
福
井
県
の
小
浜
市
。

４
人
兄
弟
の
３
男
で
す
。
小
浜
市

は
海
の
あ
る
奈
良
と
呼
ば
れ
、
国

宝
や
重
要
文
化
財
の
寺
社
仏
閣
が

多
い
歴
史
あ
る
地
方
都
市
で
す
。

実
の
父
は
80
才
近
く
で
心
臓
病

を
患
う
ま
で
司
法
書
士
事
務
所
を

営
ん
で
い
ま
し
た
。
く
そ
が
付
く

ほ
ど
の
真
面
目
人
間
で
す
。

大
学
卒
業
後
、
勤
め
た
会
社
で

富
山
に
赴
任
し
た
際
、
家
内
と
知

り
合
い
25
才
で
結
婚
し
ま
し
た
。

そ
の
際
、
家
内
の
父
、
甚
昇
の
養

子
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
の

父
は
、
超
の
つ
く
豪
傑
で
し
た
。

や
さ
し
い
人
で
本
当
に
か
わ
い
が
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
息
子
が
一
人
、

東
京
在
住
で
す
。
自
宅
は
家
内
と

プ
ー
ド
ル
犬
2
匹
で
楽
し
く
暮
ら

し
て
い
ま
す
。

富
山
に
住
ん
で
30
年
を
超
え
る

富
山
大
好
き
人
間
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
沈
静

化
の
目
途
が
た
た

な
い
ま
ま
い
よ
い
よ
12

月
定
例
会
を
迎
え
ま
し

た
。本

来
で
あ
れ
ば
来
期

に
向
け
私
の
今
期
4
年

間
の
市
議
活
動
を

一
生

懸
命
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

く
べ
き
時
期
で
す
が
、

そ
ん
な
機
会
は
な
い
ま

ま
で
す
。

幸
い
、
こ
の
傍
聴
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
を
お
届
け

す
る
こ
と
で
、
何
と
か

市
議
活
動
を
ご
報
告
で

き
て
い
ま
す
が
、
今
後

ど
の
よ
う
な
手
段
で
、

広
く
お
伝
え
し
て
い
く

か
悩
ま
し
い
も
の
で
す
。

さ
て
、
本
来
私
の
よ

う
な
、
期
の
若
い
議
員

が
《
森
市
政
と
は
な
ん

ぞ
や
》
的
な
質
問
す
る

の
は
生
意
気
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
今
回
は
第

1
問
目
に
切
り
込
ん
で

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員
同
士
の
質
問
が
重
な

ら
な
い
よ
う
、
質
問
要
旨
を

事
前
に
報
告
す
る
制
度
が
、

今
期
中
ご
ろ
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
ま
た
、
当
局
か
ら
の

要
請
も
あ
る
の
か
、
質
問
の

事
前
通
告
も
よ
り
詳
細
な
も

の
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

元
鳥
取
県
知
事
の
片
山
善

博
氏
が
地
方
議
会
は
八
百
長

と
学
芸
会
と
揶
揄
し
た
と
の

こ
と
で
す
が
、
今
の
富
山
市

議
会
は
ど
の
よ
う
に
映
る
で

し
ょ
う
。

市
民
の
皆
様
に
、
そ
の
よ

う
に
見
ら
れ
ぬ
よ
う
、
一
生

懸
命
頑
張
り
ま
す
。

発
行
の
目
的

本
傍
聴
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

は
、
私
の
質
問
を
ご
覧
い

た
だ
く
際
の
補
助
資
料

と
し
て
、
29

年
12

月
議

会
よ
り
作
成
し
て
い
る
も

の
で
、
本
号
で
、
通
算
13

号
目
の
発
行
と
な
り
ま

す
。私

が
質
問
の
際
に
、
ど

う
い
う
考
え
で
質
問
を

し
て
い
る
の
か
、
何
を
目

指
し
て
い
る
の
か
、
本
資

料
を
参
考
に
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

議
会
質
問
は
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
生
中
継
さ
れ
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、

数
日
後
録
画
も
ア
ッ
プ
さ

れ
ま
す
。
バ
ー
コ
ー
ド
を

ス
マ
ホ
で
読
み
取
っ
て
い
た

だ
く
と
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。尚

、
本
紙
作
成
お
よ
び
配

布
に
当
た
り
、
第
１
号
よ
り
、

政
務
活
動
費
は
一
切
使
用
し

て
い
ま
せ
ん
。
議
員
の
再
選

活
動
の
為
の
広
報
誌
と
み
な

さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
、
新
運

用
指
針
で
禁
止
し
て
い
ま
す
。

江西照康議会傍聴ダイジェスト 令和２年１２月 江西照康議会傍聴ダイジェスト 令和２年１２月

③
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

公
共
工
事
の
発
注
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
対
策
に
よ
り
、
一
般
会
計
予
算
は
既

に
大
き
く
膨
ら
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
本
12
月
定

例
会
に
お
け
る
補
正
予
算
は
昨
年
度
12
月
議
会
に

比
べ
、
半
分
以
下
の
６
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

丁
丁
発
止
で
渡
り
合
い
た
い

市議会会派自民党

副政調会長

経済環境委員長

議会改革検討調査会座長

議会運営委員会委員

政務活動費のあり方

検討委員会委員

都市計画審議会委員

12
番
江
西

照
康

12
月
補
正
額
は
約
６
億
円

令和２年１２月定例会 議会傍聴ダイジェスト
令和２年１２月8日（火）午前１0時～

持ち時間45分 一問一答方式
ケーブルテレビ生放送＆インターネット生＋録画 上婦負も生

自
己
紹
介

発
行

富
山
市
打
出
８
２
８

江
西

照
康



人口 合計面積
1,000人以下 360㎡

1,001～5,000人 450㎡
5,001人～10,000人 550㎡

10,001人～15,000人 650㎡
15,001人以上 750㎡

公民館建設規模基準 こ
の
言
葉
に
ア
レ
ル
ギ
ー

を
示
す
人
は
多
い
。
か
く
い

う
私
も
、
こ
の
政
策
を
是
正

す
る
気
満
満
で
富
山
市
議
と

な
っ
た
。
そ
し
て
4
年
間
、

森
市
長
に
喰
ら
い
つ
く
よ
う

に
多
く
の
問
題
を
質
問
し
て

き
た
。

私
自
身
、
全
て
納
得
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
私

も
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
政
策

を
誤
解
し
て
捉
え
て
い
た
と

感
じ
て
い
る
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
政
策

は
手
段
で
あ
り
、
中
心
地
だ

け
を
華
や
か
に
す
る
こ
と
が

目
的
で
は
な
い
。

こ
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
を
書

い
て
い
る
今
日
現
在
、
森
市

長
の
後
継
と
し
て
正
式
に
手

を
上
げ
て
い
る
自
民
党
関
係

者
は
い
な
い
。

富
山
市
は
、
国
政
選
挙
や

県
議
選
に
お
い
て
、
旧
富
山

市
と
旧
町
村
部
に
よ
っ

て
1
区
、
2
区
に
そ
れ

ぞ
れ
選
挙
区
が
分
か
れ

て
い
る
。
先
日
、
2
区

の
あ
る
議
員
と
話
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
次
期
市

長
に
は
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
政
策
の
よ
う
に
中

心
部
ば
か
り
に
予
算
を

使
う
の
で
は
な
く
、
周

辺
部
の
こ
と
を
し
っ
か

り
考
え
る
人
に
な
っ
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
話
を
聞

い
た
。

私
は
あ
れ
っ
と
思
っ
た
の

で
あ
る
。

森
市
長
が
市
長
に
就
任
し

た
の
は
、
平
成
14
年
の
こ
と

で
あ
り
、
就
任
時
当
初
か
ら

20
～
30
年
後
に
来
る
人
口
減

少
へ
の
対
策
が
最
重
要
と
認

識
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
対
策
と
し
て
、
維
持

す
る
こ
と
に
コ
ス
ト
の
か
か

ら
な
い
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

政
策
を
は
じ
め
と
す
る
立
地

適
正
化
や
、
環
境
や
国
際
貢

献
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

を
計
画
実
践
し
て
き
て
い
る
。

そ
れ
ら
に
よ
り
、
居
住
地

と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
視
察

先
、
企
業
や
国
際
団
体
の
投

資
先
と
し
て
選
ば
れ
る
富
山

市
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

例
え
ば
、

●
環
境
モ
デ
ル
都
市

●
環
境
未
来
都
市

●
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
世
界

の
先
進
5
都
市

●
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率

改
善
都
市

●
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
シ
テ
ィ

●
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市

と
い
っ
た
、
評
価
で
あ
る
。

日
本
の
人
口
減
少
は
歯
止

め
が
効
か
な
い
が
、
全
国
一

律
に
は
進
ま
な
い
と
言
わ
れ

て
い
る
。
都
市
と
し
て
生
き

残
る
に
は
、
周
り
か
ら
選
ば

れ
る
都
市
に
な
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
先
ほ
ど
の
評
価

は
、
一
見
私
た
ち
に
は
、
関

係
な
さ
そ
う
に
見
え
る
が
、

相
当
な
効
果
が
あ
る
と
私
は

考
え
て
い
る
。

さ
て
、
現
在
の
富
山
市
の

予
算
に
余
裕
は
な
い
か
ら
、

新
市
長
が
自
分
の
色
を
出
そ

う
と
す
れ
ば
、
何
か
を
捨
て

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

同
じ
色
を
目
指
し
て
も
、
そ

の
色
を
出
す
に
は
相
当
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
な
能
力
が
求
め
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
。

11
月
、
新
た
に
富
山
大
学

の
中
川
副
学
長
が
交
通
政
策

監
と
い
う
新
設
の
ポ
ス
ト
に

就
任
し
た
。

政
策
監
と
は
市
長
の
専
任

の
秘
書
と
い
う
扱
い
で
、
定

数
は
1
名
で
あ
る
。
現
在
本

田
政
策
監
が
既
に
い
る
の
で
、

交
通
政
策
監
は
条
例
上
の
政

策
監
で
は
な
い
。

そ
の
役
割
は
、
交
通
政
策

に
継
続
性
を
持
た
せ
よ
う
と

す
る
森
市
長
の
楔
な
の
で
あ

く
さ
び

ろ
う
。

で
は
そ
の
他
の
政
策
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
の
か
。
森

市
長
の
見
解
を
問
い
た
い
。

私
た
ち
富
山
市
民
の
、
最

も
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

拠
点
は
、
地
区
セ
ン
タ
ー
の

入
る
公
民
館
で
あ
ろ
う
。

公
民
館
に
は
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
な
る
、

ホ
ー
ル
や
会
議
室
を
提
供
す

る
役
割
も
あ
り
、
建
設
す
る

際
は
左
表
の
基
準
の
施
設
面

積
と
な
る
。

現
在
こ
の
公
民
館
は
、
市

内
に
82
ヶ
所
あ
り
、
社
会
教

育
法
に
基
づ
き
、
富
山
市
公

民
館
条
例
に
よ
り
必
要
な
事

項
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

社
会
教
育
法
に
お
け
る
公
民

館
の
運
営
方
針
と
し
て
、
わ

か
り
や
す
く
言
え
ば
、
営
利
、

政
治
、
宗
教
の
利
用
を
禁
じ

て
い
る
。
そ
の
為
、
大
き
な

ホ
ー
ル
が
あ
っ
て
も
地
元
の

企
業
の
研
修
等
の
利
用
は
で

き
な
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
で
あ
る
、
公
民

館
で
あ
り
な
が
ら
、
い
く
つ

か
の
公
民
館
は
、
公
民
館
条

例
以
外
の
条
例
の
対
象
に
も

な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

そ
れ
は
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
や
会
館
条
例
に
該

当
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
施
設
は
公
民
館

で
あ
り
な
が
ら
、
企
業
等
の

利
用
も
で
き
、
面
積
も
公
民

館
の
建
設
規
模
基
準
を
は
る

か
に
上
回
る
規
模
の
施
設
で

あ
る
。

同
一
施
設
に
2
条
例
と
は
、

条
例
の
解
釈
に
、
本
来
上
位

下
位
と
い
う
も
の
は
な
い
の

で
ど
の
よ
う
な
解
釈
が
な
さ

れ
て
い
る
も
の
か
気
に
な
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
は
旧
町
村
部
に
存
在
し

て
い
る
。
ま
た
、
旧
町
村
部

に
は
そ
れ
ら
以
外
に
も
、
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
学
習
セ

ン
タ
ー
、
交
流
セ
ン
タ
ー
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等

多
様
な
名
前

を
持
っ
た
、

地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
施

設
が
あ
る
。

そ
し
て
、

現
在
大
山
、

大
沢
野
に
は
複
合
施
設
の
設

計
が
行
わ
れ
て
い
る
。

合
併
は
完
了
し
て
も
、
住

民
感
情
は
ま
だ
一
本
化
さ
れ

て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

昭
和
の
大
合
併

に
よ
り
、
富
山
市

と
な
っ
た
、
旧
呉

羽
町
に
は
呉
羽
会

館
、
旧
富
南
村
に

は
富
南
会
館
が
あ

り
、
旧
水
橋
町
に

は
、
水
橋
会
館
が

現
在
設
計
中
で
あ

る
。何

も
無
い
の
は
、

旧
和
合
町
だ
け
で

あ
る
。
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

と
し
て
何
か
建
設

す
べ
き
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
、
当
局

に
問
う
て
み
た
い
。

江西照康議会傍聴ダイジェスト 令和２年１２月 江西照康議会傍聴ダイジェスト 令和２年１２月

11月、森市長の政策の総まとめともい

える書籍が発刊された。

その中に私が富山市の偏った発展の元

凶と考える、昭和46年から始まる線引き

都市計画において外郭環状線（草島線）

沿線にぶら下がるように居住が肥大化し

た問題について記載されている。

私自身、この草島線沿線の都市開発が、

富山市発展の偏りの原因と考えるも、賛

同者がいるわけでもなく、やりきれない

思いでいたところ、ようやく我が意を得

たりの気分‥

ディスカバー森市政

森
市
政
、
そ
の
評
価
は

真
っ
当
に
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か

コンパクトシティ政策に関し、人口減少の地域への対策

に関する私の質問に回答する市長

こ
れ
ら
は
純
粋
な
公
民
館
以
外
の
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
所
在
地
で
あ
り
、

呉
羽
、
富
南
、
水
橋
（
設
計
中
）
以
外

は
す
べ
て
旧
市
以
外
に
存
在
す
る
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

次
期
市
長
の
政
策
や
い
か
に

②
公
民
館
等
の
市
民
へ
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

①
森
市
長
政
策
の

継
続
性
に
つ
い
て

政
策
変
更
は
予
算
編
成
の
変
更

中
川
交
通
政
策
監

呉羽会館条例と公民館条例により呉羽公民館と定義される

呉羽会館2,143㎡

合
併
の
名
残
か

前回の傍聴ダイジェストで、私が少し

だけ映っているというお話を書いた映画

はりぼてを見てきました。

私自身は、本当に少しだけ映ったに過

ぎないものでしたが、この映画の中で、

架空の市政報告会が露見するきっかけと

なった、公民館では政治活動はできない

から、そもそも市政報告会はできないと

いう東部公民館でのシーン。実はこれ、

間違いだと思います。

政務活動と政治活動、政党活動、後援

会活動と政務活動費の問題。政治活動と

政務活動の違いについて、理解されてい

ないのだと思います。

市政報告会は、政務活動です。

問題は、それが市政報告会といえるかど

うかです。

圧倒的な存在感の八尾コミュニティセンター

映画はりぼて見てきました


